
 
 

伊丹市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（第 7期）の進捗状況について 

（平成 31年 1月末時点） 

 

 

１ 報告事項   

(１) 平成 30年度 要介護認定者数・介護（予防）サービス受給者数・介護保険給付費   

について 

(２) 平成 30年度 認知症施策について 

(３) 平成 30年度 平成 30年度に新たに開始した総合事業について 

(４) 平成 30年度 自立支援・重度化防止等に関する取り組みについて 

 

２ 報告内容 

(１) 平成 30年度 要介護認定者数・介護（予防）サービス受給者数・介護保険給付費

について 

 

(ア) 認定者数 9,122人（平成 30年度計画 9,183人） 

(イ) 受給者数 認定者のうち約 9割の方が介護保険サービスを利用 

（現在 7,985人受給） 

(ウ) 給付費  総給付費は計画値と同水準 

詳細の給付費毎に検証すると小規模多機能型居宅介護にかかる給付

費にかかる請求が計値よりも多めに推移 

認知症対応型通所介護にかかる給付費にかかる請求は計画値を下回

って推移 

 

 

(２) 平成 30年度 認知症施策について 

 

(ア)認知症サポーター養成人数 2,601人 述べ 10,240人 

（平成 30年度目標 述べ 7,500人認定） 

(イ)教育機関におけるサポーター養成講座を開催 

（中学校 5校、阪神昆陽高校で 3回実施。平成 30年度の目標開催回数 5回） 

(ウ)成年後見制度利用の促進のため、市民後見人養成講座を開催し、新たに 2人の市民

後見人を受任（平成 30年度目標人数 3人） 

(エ)認知症高齢者の見守り体制の推進のための位置情報サービス「まちなかミマモルメ」

の利用を促進（利用者数 85人 平成 30年度目標人数 70人） 

資料７ 



 
 

 

(３) 平成 30年度 平成 30年度に新たに開始した総合事業について 

 

(ア) 基準緩和通所型サービスの利用件数 1,340件 

総合事業（うち通所分）に占める利用割合は 11％ 

（平成 30年度目標利用割合 8.6%） 

(イ) 介護予防拠点づくり事業（摂陽小学校区における高齢者世帯へのボランティア派

遣活動）の利用世帯数 65世帯 利用件数 76件（平成 30年度目標 50件） 

 

 

(４) 平成 30年度 自立支援・重度化防止等に関する取り組みについて 

 

(ア) いきいき百歳体操の普及活動・継続支援を実施 

グループ数 95グループ （平成 30年度目標 92グループ） 

参加者数  1,874人  （平成 30年度目標 1,785人） 

(イ) いきいき健康大学の実施 

参加者数 753人（平成 30年度目標 660人） 

 


